
 

 

 

 

2025春季生活闘争 第 5回回答集計結果について 
 連合本部は、2025 春季生活闘争につき、5 月 2 日（金）10 時の時点で取りまとめた回答集計につい

て、次の通り発表した。 

 

連合北海道は、5月 8日（木）１２時の時点で取りまとめた回答の集計を行った 

○連合北海道にエントリーのあった 190 組合中 139 組合が妥結した（73.1％）。そのうち、集計可能な

回答を引き出した組合は 133組合・集計人数は 39,524人となった。 

○月例賃金の加重平均は、13,898 円・5.01％（昨年同時期比 1,063 円・0.39 ポイント増）となった。うち

300人未満の組合は 12,329円・4.84％（同 935円・0.19ポイント増）となり昨年同時期比を上回った。 

○集計可能な 133 組合のうちベースアップ分が明確にわかる組合は 112 組合、全体では 9,548 円・

3.46％（同 499 円・0.50 ポイント増）、うち 300 人以上の組合では 9,513 円・3.37％（同 522 円・0.57

ポイント増）となり、300 人未満の組合は 9,661 円・3.75％（同 381 円・0.23 ポイント増）と全体および

300人以上の組合集計を上回った。 

○有期・短時間等労働者の賃上げ額は、加重平均で、時間給 64.65円・5.71％（同 6.14円・0.1ポイン

ト増）・月給 10,681円・4.57％（同 2,192円・0.32ポイント増）の引き上げとなった。 

組合規模 集計 

組合数 

対象組合 

人数 

加重平均 妥結額 

(定昇・ベア込み） 

昨年実績額 

(定昇・ベア込み) 
昨年比 

～99 人 

100～299 人 

57 

44 

2,600 人 

7,587 人 

11,778 円(4.73％) 

12,530 円(4.87％) 

9,491 円(3.95％) 

12,464 円(5.06％) 

2,287 円(0.78%) 

66 円(▲0.19%) 

300 人未満計 101 10,187 人 12,329 円(4.84％) 11,394 円(4.65％) 935 円(0.19％) 

300～999 人 

 1,000 人～  

25 

7 

11,963 人 

17,374 人 

14,761 円(5.49％) 

14,162 円(4.82％) 

13,181 円(5.01％) 

13,124 円(4.36％) 

1,580 円(0.48%) 

1,038 円(0.46%) 

300 人以上計 32 29,337 人 14,375 円(5.06％) 13,141 円(4.61％) 1,234 円(0.45%) 

計 133 39,524 人 13,898 円(5.01％) 12,835 円(4.62％) 1,063 円(0.39%) 

みんなでつくろう！賃上げがあたりまえの社会 
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◯平均賃金方式で回答を引き出した3,809組合の加重平均（規模計）は16,749円・5.32％（昨年

同時期比1,133円増・0.15ポイント増）となった。300人未満の中小組合（2,520組合）は

13,097円・4.93％（同1,208円増・0.27ポイント増）であった。いずれも昨年同時期を上回っ

ている。 

◯賃上げ分が明確にわかる2,859組合の賃上げ分は11,937円・3.75％（同1,159円増・0.18ポイン

ト増）、うち中小組合（1,701組合）は9,769円・3.61％（同1,308円増・0.39ポイント増）と

なった。賃上げ分が明確にわかる組合の集計を開始した2015闘争以降の最終集計結果と比べ、

額・率ともに最も高い。 

◯有期・短時間・契約等労働者の賃上げ額は、加重平均で、時給68.48円（同2.76円増）と、昨

年同時期を上回った。時給の引き上げ率（概算）は5.93％で、一般組合員（平均賃金方式）を

上回っている。 

◯すべての労働者の立場にたった「働き方」の改善やジェンダー平等・多様性の推進に向けても引き

続き数多くの取り組みがなされている。 


